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キーワード ― 蒸す，探究的な学び，食生活，体験的理解 
 
Abstract — Until now, In learning "steaming" cooking, we have practiced cooking such as making 
"steamed cakes". However, It ended up as a one-off experience, and I felt that I couldn't put what 
I learned to life. Therefore, In this study, in order to understand "steaming" cooking and foster 
thinking that can be utilized in daily life, we let students understand through experiments what 
kind of cooking "steaming" is and what kind of ingredients are suitable for it, we practiced lessons 
to make people think about "steamed dishes" that make the best use of their characteristics. 
 



































































































































































































































鶏肉 豚肉 牛肉 鮭 マグロ 卵 エビ タコ 
さつまいも かぼちゃ じゃがいも なす  
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んな調理で，どのような食材が適するかという
根本的な理解を得ることができた。この授業で
得られた知識を基礎として，日常生活で料理を
する場面で，食材から調理法を選択するという
「生活に活かす思考」につながったと考えられ
る。 
 今後の課題として，「蒸し料理」を考える学
習において，調理実験で得られた食材が「蒸す」
調理に適するかどうかの知識のみであったた
め，思考の幅が狭く，単に「蒸し料理」を考え
るだけの活動になってしまった。 
今後，「蒸し料理」を考えるという活動をより
生活に生かす学習にするために，学習指導要領
において「生活の営みに係る見方・考え方」に
示されている「健康」や「安全」という視点を
「蒸す」調理の学習内容に持たせたい。そこで，
高齢者や幼児の食生活等から問題を見出し，課
題を設定し，解決策を構想できるように授業を
工夫したい。また，高齢者や幼児の特徴をふま
えて「蒸し料理」を考えるために，「A家族・家
庭生活」と関連を図り，総合的に学習が展開さ
れるように授業の内容を工夫したい。 
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